
 

                                ２０２０年１２月 １日 

                                野々市明倫高校 保健室 

 

今年も残すところあとわずか。今年は新型コロナウイルスの影響で変わってしまったこと、我慢し

ないといけないこともたくさんあったと思います。連日、全国的に感染者が増加傾向にあり、まだ

まだ気の抜けない日々が続きそうです。新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行に

備え、相談・受診体制について県で整備されているので確認をお願いします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かかりつけ医等に電話で相談・受診 
 
 
 
 
 

 
医師による判断 

検査の必要あり 検査の必要なし 

自宅で安静に過ごす。 

症状に応じた治療を受ける。 

症状が改善しない場合は受

診した医療機関等に再度相

談する。 

石川県発熱患者等受診相談センター 

看護師等の専門職が症状を 

聞いたうえで適切な医療機 

関の案内などを行う。 

0120-540-004 

（24 時間対応、土日祝日も実施） 

かかりつけ医がない、
相談する医療機関に
迷う場合は… 

これまで保健所等に設置されて

いた「帰国者・接触者相談セン

ター」は「石川県発熱患者等受

診相談センター」に一元化され

ました。 

検査可能な医療機関 

PCR 検査または抗原検査 

発症前２週間以内の 

「できごと」と「症状」 

○「新型コロナウイルス

感染者」と濃厚接触をし

た人 

 →「発熱」または 

「呼吸器症状」 

 

○流行地域への渡航・居

住歴がある本人または濃

厚接触をした人 

→「呼吸器症状」かつ

「発熱（37.5℃以上）」 

○高齢者、基礎疾患が

ある人、妊娠中の人 

「発熱」、「咳」などの

比較的軽い風邪症状

がある。 

○誰でも 

「息苦しさ」、「強い

だるさ」、「高熱」な

どの強い症状のい

ずれかがある。 

○一般の人 

「発熱」、「咳」などの

比較的軽い風邪症状

が続く。症状が４日以

上続く場合は必ず相

談する。 

発熱等の症状がある場合の相談・受診の流れ 

こんな場合は相談を！ 

まずは、かかりつけ医などの身近な医療機関に電話相談。 

相談する医療機関に迷う場合は「石川県発熱患者等受診相談センター」

に電話相談。  

感染の不安、感染の予防法などその他の新型コロナウイルスに関する相談

は、「石川県感染拡大防止県民相談センター」へ。 

076-225-1921（9:00~18:00、土日祝日も実施） 

【参照】 

石川県新型コロナウイルス感染症 

対策サイト 

https://stopcovid19.pref.ishikawa.jp/ 

 
 

https://stopcovid19.pref.ishikawa.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 症状 

Ⅰ度 赤くなって痛い。水ぶくれ

なし。 

浅いⅡ度 水ぶくれができて、赤くな

って痛い。 

深いⅡ度 水ぶくれができて、皮ふは

赤または紫色、白っぽくな

る。 

Ⅲ度 痛みは少ない。皮ふは黒ま

たはこげ茶、白っぽくな

る。 

【答え】左奥の男子のかばん、中央の男子のかばんの荷物、先生のメガネ、一番右の消毒液の向き、手前の女子（左）のコートのポケット、手前の

女子（中央）の手袋、手前の女子（右）のマフラーの長さ 

≪やけどの分類（深度）と症状≫ 
下に行くほど症状が重いので、Ⅱ度以上は病院へ！ 

 

暖房の稼働が始
まってからやけ
どで来室する人
が出てきていま
す。スチームには
近づき過ぎない
ように気をつけ
てください。 

 

水道による冷却が難しい場合は、水で濡らしたタオルなどで冷やします。

冷やせるものであればなんでも活用しましょう。ただし、氷は直接皮ふに

あてるとくっついてしまうことがあるのであて方には注意が必要です。 

水ぶくれができてしまった時はつぶさないように注意してください。 


